

     クラブ式巻上装置は巻線形誘導電動機を使用した２次抵抗制御のため、巻上・下の

低速時及び高速巻上時供、ほぼ同一の電力が必要です。

常に２次抵抗器が接続されているため、抵抗器の発熱がそのままロスとなります。


     クラブ式とインバータ式巻上装置を次のパターンで巻上・下運転した時の消費電力

     の概略比較を下図に示します。








    図のパターンで１２ＫＷ (ホイストはU-10A)のモータを２５０回/時間で運転した場合、

    モータ損失などを配慮しない場合のおおよその消費電力は次のようになります。



<インバータ化による省電力量>
●1.875ｋＷｈ-0.625ｋＷｈ＝1.25ｋＷｈ/1時間。1日8時間、年300日稼動すれば

                1.25ｋＷｈｘ8ｘ300＝3、000ｋＷｈ
    ●電力単価を17円/ｋｗｈで計算すると1年間に
                3,000ｋＷｈｘ17＝51、000円の電力料金の節約となります。
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クラブ式クレーンの走快停化更新による省エネ事例 





1.省エネの狙い目





2.インバータ運転との比較











●灰色部分がインバータ


  を採用することにより


  省エネルギー分となり


ます。


●加速・減速時の消費エ


ネルギーには差があり


ますが、定格速度で運


転中は、あまり差があ


りません。


●即ち、定格トルク負荷


の場合、 繁な加減速


を行うほど省エネルギ


―効果が得られます。
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3.省エネ効果計算例





<クラブ式の場合>


加速時：1.5ｘ12ｋWｘ2秒ｘ(250/2)


加速時：1.5ｘ12ｋWｘ1秒ｘ(250/2)





合計：6750ｋW秒＝1.875ｋWｈ





合計：2250ｋW秒＝0.625ｋWｈ





<インバータ式の場合>


加速時：1.5ｘ12ｋWｘ2秒ｘ(1/2)ｘ(250/2)














































































































